
県議会やまがた
　
「
県
議
会
や
ま
が
た
」
第
２６
号

は
、
５
月
臨
時
会
及
び
６
月
定
例

会
の
内
容
を
中
心
に
、
５
月
か
ら

７
月
に
か
け
て
の
議
会
活
動
に
つ

い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

５
月
臨
時
会
の
概
要

　
５
月
２２
日
か
ら
２８
日
ま
で
の
７

日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、議
長
、

副
議
長
が
選
ば
れ
、
各
常
任
委
員

会
・
特
別
委
員
会
の
構
成
や
正
副

委
員
長
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
（
委

員
会
の
構
成
に
つ
い
て
は
、
４

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）。

　
ま
た
、
県
議
会
選
出
の
監
査
委

員
の
選
任
に
同
意
し
、
専
決
処
分

に
係
る
２
議
案
を
承
認
し
ま
し
た
。

６
月
定
例
会
の
概
要

　
６
月
１３
日
か
ら
７
月
２
日
ま
で

の
２０
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、

本
会
議
で
自
由
民
主
党
、
県
政
ク

ラ
ブ
に
よ
る
代
表
質
問
、
３
名
の

議
員
に
よ
る
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、

さ
ら
に
予
算
特
別
委
員
会
で
８
名

の
委
員
に
よ
る
質
疑
や
常
任
委
員

会
で
の
審
査
を
経
た
う
え
で
、
令

和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な

ど
、知
事
提
出
の
２８
議
案
を
可
決
・

同
意
し
ま
し
た
。

　
請
願
は
３
件
上
程
さ
れ
、
２
件

が
不
採
択
、
１
件
が
継
続
審
査
と

な
り
ま
し
た
。

　
意
見
書
は
１
件
発
議
さ
れ
、
原

案
ど
お
り
可
決
、
関
係
す
る
府
省

等
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
質
疑
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

代
表
質
問
か
ら大内　理加 議員

自由民主党

（山形市選挙区）

　
　
宮
城
・
山
形
連
携
構
想
の
中

で
、
山
形
連
携
中
枢
都
市
圏
を
ど

う
と
ら
え
連
携
し
て
い
く
の
か
。

　
　
宮
城
・
山
形
連
携
構
想
で
は
、

多
彩
な
資
源
等
を
活
か
し
て
連
携

を
推
進
す
る
中
で
、
観
光
交
流
の

展
開
や
産
業
経
済
の
振
興
な
ど
、

連
携
中
枢
都
市
圏
の
施
策
と
関
連

す
る
取
組
み
を
進
め
て
い
る
。
一

方
、
山
形
市
な
ど
６
市
６
町
に
よ

る
山
形
連
携
中
枢
都
市
圏
に
つ
い

て
は
、
村
山
総
合
支
庁
が
管
内
の

市
町
と
研
究
会
を
開
き
、
先
進
事

例
の
調
査
や
産
業
振
興
等
の
連
携

に
つ
い
て
支
援
を
し
て
い
る
。
今

後
は
、
検
討
の
進
展
に
応
じ
、
宮

城
県
と
の
連
携
の
可
能
性
も
視
野

に
入
れ
、
後
押
し
し
て
い
く
。

　
　
本
県
の
子
ど
も
た
ち
に
国
際

交
流
の
機
会
を
設
け
、
広
い
視
野

と
国
際
的
な
感
覚
を
持
つ
人
材
を

育
て
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

山
形
連
携
中
枢
都
市
圏
と
宮
城
・

山
形
連
携
構
想
の
連
携

問答国
際
交
流
と
人
材
育
成

問

　
　
異
な
る
文
化
を
持
つ
人
々
と

交
流
し
、
協
働
し
て
新
た
な
価
値

を
創
造
で
き
る
若
い
世
代
を
育
成

す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、
若
者

の
海
外
渡
航
を
後
押
し
す
る
パ
ス

ポ
ー
ト
取
得
支
援
や
、
海
外
の
姉

妹
校
と
の
交
換
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

等
を
実
施
し
て
い
る
。
今
後
も
関

係
団
体
と
連
携
し
、
異
文
化
体
験

や
国
際
交
流
を
通
し
て
、
若
い
頃

よ
り
多
様
な
価
値
観
に
触
れ
る
機

会
を
確
保
し
、郷
土
愛
を
育
み
な
が

ら
国
際
的
な
視
野
を
持
つ
グ
ロ
ー

カ
ル
な
人
材
育
成
を
推
進
す
る
。

　
　
歩
行
者
優
先
の
交
通
事
故
防

止
対
策
に
ど
う
取
り
組
ん
で
い
る

の
か
。

　
　
本
県
の
歩
行
者
死
亡
事
故
の

特
徴
は
、
夜
間
の
発
生
が
多
く
、

被
害
者
は
６５
歳
以
上
の
高
齢
者
の

割
合
が
高
く
、
道
路
横
断
中
の
事

故
が
多
い
。
事
故
の
最
大
の
原
因

は
運
転
者
の
前
方
不
注
意
で
あ
り
、

対
応
策
と
し
て
夜
光
反
射
材
の
着

用
が
最
も
効
果
的
で
あ
る
た
め
、

高
齢
者
世
帯
に
夜
光
反
射
材
の
配

布
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
横
断

歩
行
者
妨
害
の
取
締
り
や
横
断
歩

道
の
カ
ラ
ー
舗
装
等
も
進
め
な
が

ら
、
今
後
も
運
転
者
教
育
や
広
報

啓
発
等
を
行
い
、
事
故
防
止
に
向

け
て
万
全
を
期
し
て
い
く
。髙橋　啓介 議員

県政クラブ

（山形市選挙区）

　
　
若
者
の
県
内
定
着
を
着
実
に

進
め
る
上
で
、
所
得
向
上
が
大
き

な
鍵
と
考
え
る
が
、
県
民
の
所
得

答歩
行
者
優
先
の
交
通
事
故
防
止
対

策問答県
民
の
所
得
向
上

問

向
上
の
た
め
、
ど
の
よ
う
な
施
策

を
展
開
し
て
い
く
の
か
。

　
　
令
和
元
年
度
は
、
正
社
員
化

促
進
事
業
奨
励
金
の
支
給
対
象
年

齢
の
引
き
上
げ
や
、
所
得
向
上
促

進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
新
た
に
配
置

し
、
奨
励
金
の
要
件
と
な
る
賃
金

規
程
等
の
整
備
に
向
け
た
指
導
・

助
言
を
行
う
な
ど
、
制
度
の
利
用

促
進
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
最

低
賃
金
の
全
国
一
律
の
適
用
と
併

せ
中
小
企
業
等
へ
の
支
援
の
充
実

を
政
府
に
働
き
か
け
て
い
く
。

　
　
県
に
雇
用
さ
れ
た
障
が
い
者

が
、
生
き
が
い
を
持
っ
て
働
き
続

け
る
環
境
づ
く
り
を
ど
う
進
め
て

い
く
の
か
。

　
　
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
県
の
取

組
み
へ
の
助
言
を
求
め
た
り
、
障

が
い
を
有
す
る
職
員
や
配
属
先
か

ら
の
相
談
に
応
じ
る
相
談
支
援
員

を
配
置
し
、
障
が
い
の
特
性
に
応

じ
た
助
言
・
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
は
、
障
が
い
の
種
別
ご
と
の

答県
に
お
け
る
障
が
い
者
雇
用

問答

特
性
や
対
応
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い

て
全
職
員
向
け
研
修
会
を
実
施
す

る
ほ
か
、
障
が
い
者
の
職
場
実
習

を
通
し
、
職
場
環
境
面
で
の
課
題

の
発
見
と
改
善
に
取
り
組
み
、
県

の
職
場
に
定
着
し
、
活
躍
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

　
　
県
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

医
療
提
供
体
制
の
確
保
に
向
け
、

今
後
ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
。

　
　
県
で
は
、
平
成
２８
年
に
策
定

し
た
地
域
医
療
構
想
の
実
現
に
向

け
、
急
性
期
か
ら
回
復
期
へ
の
病

床
転
換
や
在
宅
医
療
の
拡
充
へ
の

支
援
を
進
め
て
い
る
。
最
近
、
政

府
は
地
域
医
療
構
想
の
推
進
を
加

速
す
る
た
め
、
診
療
実
績
デ
ー
タ

を
分
析
し
、
他
医
療
機
関
と
の
再

編
統
合
等
を
検
討
す
る
方
針
を
打

ち
出
し
て
い
る
。
今
後
は
県
内
４

ブ
ロ
ッ
ク
の
地
域
医
療
構
想
調
整

会
議
の
場
で
、
地
域
の
コ
ン
セ
ン

サ
ス
を
形
成
し
、
持
続
可
能
な
医

療
提
供
体
制
を
構
築
し
て
い
く
。

公
立
病
院
の
今
後
の
対
応

問答
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【６月定例会】本会議での代表質問

第３３代　議長

金
かな

 澤
ざわ

　忠
ちゅう

 一
いち

山形市選挙区選出
（自由民主党）

第６４代　副議長

鈴
すず

 木
き

　　 孝
たかし

東村山郡選挙区選出
（自由民主党）

新正副議長の紹介

　県民の皆様の幸せの
ため、議長をしっかり
サポートし、若者の政
治参加が進むよう、「身
近な県議会」に取り組
んでまいります。

　県民の皆様の思いを
汲んで議会と執行部が
一体となって県勢発展
に取り組む「信頼され
る県議会」を目指して
まいります。

　県議会では、議会の活動状況等を情報発信する広報機能と、
県民の皆さんのご意見を議会活動に反映するために広く意見
を聴く広聴機能を充実させるため、「広報・広聴委員会」を
設置し、「身近な県議会」の実現に向け取り組んでいます。
　委員会では、この「県議会やまがた」の編集内容も検討し
ており、今年度も、県民の皆様に県議会に対するご理解をさ
らに深めていただけるような紙面づくり・情報提供に努めて
いきます。

広報・広聴委員会の紹介

前列左から
　梶原　宗明 委員
　五十嵐智洋 委員
　渋間佳寿美 委員長
　松田　敏男 副委員長
　関　　　徹 委員
後列左から
　遠藤　寛明 委員
　相田　光照 委員
　遠藤　和典 委員
　菊池大二郎 委員
　原田　和広 委員
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一
般
質
問
か
ら相田　光照 議員

自由民主党

（米沢市選挙区）

　
　
県
の
県
営
住
宅
長
寿
命
化
計

画
は
令
和
２
年
度
に
終
了
す
る
が
、

新
計
画
の
策
定
予
定
は
あ
る
か
。

ま
た
、
高
齢
単
身
世
帯
の
増
加
を

踏
ま
え
住
宅
提
供
の
あ
り
方
の
検

討
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
県
で
は
、
将
来
推
計
人
口
等

を
踏
ま
え
必
要
な
県
営
住
宅
の
ス

ト
ッ
ク
量
を
推
計
し
、
そ
の
上
で

修
繕
が
必
要
と
な
る
箇
所
等
を
定

め
た
新
た
な
計
画
を
今
年
度
中
に

策
定
す
る
。
ま
た
、
住
宅
確
保
で

配
慮
が
必
要
な
高
齢
者
等
は
従
来

か
ら
単
身
入
居
を
認
め
て
い
る
が
、

更
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ
れ
た
住

宅
へ
の
受
入
れ
試
行
等
に
よ
り
高

齢
単
身
世
帯
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し

な
が
ら
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

　
　
職
業
教
育
の
充
実
に
向
け
、

特
別
支
援
学
校
高
等
部
に
就
労

コ
ー
ス
を
設
置
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
県
内
の
設
置
状
況
と
設
置
に

向
け
た
今
後
の
進
め
方
は
ど
う
か
。

　
　
一
般
就
労
を
目
指
す
知
的
障

が
い
特
別
支
援
学
校
と
し
て
、
村

山
・
庄
内
地
区
に
高
等
養
護
学
校

を
設
置
し
、
最
上
地
区
で
は
、
養

護
学
校
高
等
部
に
就
労
コ
ー
ス
を

設
置
し
て
い
る
。
置
賜
地
区
に
お

い
て
は
、
障
が
い
者
雇
用
へ
の
関

心
の
高
ま
り
を
受
け
、
令
和
元
年

県
営
住
宅
の
今
後
の
あ
り
方

問答特
別
支
援
学
校
高
等
部
へ
の
就
労

コ
ー
ス
の
設
置

問答

度
に
、
特
別
支
援
学
校
校
舎
等
整

備
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
魅

力
あ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
備
え
た

高
等
部
就
労
コ
ー
ス
の
設
置
に
向

け
た
検
討
を
進
め
て
い
く
。原田　和広 議員

県政クラブ

（山形市選挙区）

　
　
子
ど
も
の
貧
困
の
解
消
に
繋

が
る
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支
援
が

必
要
と
考
え
る
が
、
シ
ン
グ
ル
マ

ザ
ー
へ
の
支
援
を
ど
う
進
め
て
い

く
の
か
。

　
　
山
形
県
ひ
と
り
親
家
庭
自
立

促
進
計
画
に
基
づ
き
、
相
談
支
援

体
制
を
強
化
し
、
就
労
や
経
済
的

支
援
等
の
施
策
を
展
開
し
て
い
る
。

就
業
に
関
し
て
は
、
資
格
取
得
の

た
め
の
厚
生
労
働
省
の
給
付
金
に

県
独
自
で
上
乗
せ
補
助
し
、
養
成

機
関
の
入
学
準
備
か
ら
就
職
準
備

ま
で
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
支
援
し
て

い
る
。
令
和
元
年
度
は
改
め
て
ひ

と
り
親
家
庭
の
実
態
調
査
を
実
施

し
、必
要
と
す
る
支
援
を
把
握
し
、

シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
等
へ
の
施
策
の

充
実
に
活
か
し
て
い
く
。

　
　
県
内
企
業
の
福
利
厚
生
の
質

を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
や
ま
が
た

子
育
て
・
介
護
応
援
い
き
い
き
企

業
に
対
す
る
優
遇
措
置
を
見
直
す

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
当
施
策
は
、
女
性
の
管
理
職

へ
の
登
用
等
を
行
っ
た
企
業
を
、

取
組
み
状
況
に
応
じ
て
３
段
階
で

評
価
し
て
い
る
。
時
代
の
要
請
に

合
わ
せ
優
遇
措
置
や
支
援
施
策
等

シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
へ
の
支
援

問答「
や
ま
が
た
子
育
て
・
介
護
応
援

い
き
い
き
企
業
」
に
対
す
る
優
遇

施
策

問答

の
充
実
を
図
っ
て
お
り
、
令
和
元

年
度
は
、
介
護
休
暇
に
関
す
る
奨

励
金
の
新
設
や
認
定
企
業
拡
大
の

た
め
職
場
環
境
改
善
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置

し
た
。
今
後
も

制
度
を
充
実
す

る
こ
と
で
安
心

し
て
働
け
る
環

境
の
整
備
を
促

進
し
て
い
く
。

五十嵐智洋 議員
自由民主党

（長井市・西置賜郡選挙区）

　
　
若
年
女
性
の
定
着
に
は
、
結

婚
、
妊
娠
、
出
産
を
経
て
も
、
安

心
し
て
働
け
る
環
境
整
備
が
不
可

欠
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
も
、
企

業
が
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
な
く
し
、

女
性
が
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く
り

が
急
務
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
女
性
が
個
性
と
能
力
を
発
揮

し
、
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る

「
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
」
を
推
進
す

る
た
め
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
の
根
絶
、
性
別
に
よ
る
固

定
的
な
役
割
分
担
意
識
と
格
差
の

解
消
、
働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ

く
り
が
重
要
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で

も
政
府
に
提
言
等
を
行
っ
て
き
た
。

今
後
も
先
頭
に
立
っ
て
女
性
の
活

躍
を
強
力
に
推
進
し
て
い
く
。

　
　
若
い
世
代
に
情
報
を
発
信
し
、

介
護
職
に
目
を
向
け
て
も
ら
う
施

策
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
安
定
し
て
介
護
職
員
を
確
保

す
る
に
は
、
所
得
向
上
の
ほ
か
、

体
力
的
に
も
厳
し
い
労
働
環
境
の

若
年
女
性
人
口
の
増
加
に
向
け
た

取
組
み

問答介
護
職
員
の
育
成
支
援

問答

改
善
等
の
促
進
が
必
要
で
あ
る
。

令
和
元
年
１０
月
の
介
護
報
酬
の
改

定
で
は
、
経
験
・
技
能
の
あ
る
介

護
職
員
の
賃
金
向
上
を
図
る
「
特

定
処
遇
改
善
加
算
」
が
新
設
さ
れ

る
た
め
、
加
算
の
算
定
要
件
等
を

解
説
す
る
事
業
所
向
け
の
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
職

場
の
環
境
改
善
の
取
組
み
を
客
観

的
に
認
証
評
価
し
、
入
職
希
望
者

に
分
か
り
や
す
く
公
表
す
る
仕
組

み
の
導
入
を
検
討
し
て
い
く
。

予
算
特
別
委
員
会
の

質
疑
内
容

佐藤　　聡 議員
自由民主党

（鶴岡市選挙区）

　
　
鶴
岡
市
に
設
置
す
る
中
高
一

貫
校
の
教
育
基
本
計
画
の
策
定
に

あ
た
っ
て
は
、
先
進
事
例
や
外
部

有
識
者
の
意
見
を
多
角
的
に
検
討

す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
鶴
岡
南
高
校
と
鶴
岡
北
高
校

を
統
合
し
、
新
た
に
県
立
中
学
校

を
併
設
す
る
庄
内
中
高
一
貫
校

（
仮
称
）
の
教
育
内
容
に
つ
い
て

は
、
両
校
の
伝
統
や
特
色
を
生
か

し
つ
つ
、
東
桜
学
館
で
の
実
践
や

全
国
の
先
進
事
例
を
参
考
と
し
、

外
部
有
識
者
の
意
見
な
ど
新
し
い

柔
軟
な
発
想
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、

検
討
を
進
め
て
い
く
。

　
　
庄
内
空
港
に
就
航
す
る
格
安

航
空
会
社
（
Ｌ
Ｃ
Ｃ
）
ジ
ェ
ッ
ト

庄
内
中
高
一
貫
校
（
仮
称
）

問答ジ
ェ
ッ
ト
ス
タ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
の

就
航

問

ス
タ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
の
庄
内
―
成

田
線
の
定
着
に
向
け
た
周
知
及
び

利
用
促
進
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

　
　
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
手
頃
な
運
賃
等
の

利
点
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
心
の

利
用
手
続
き
と
い
っ
た
特
徴
に
応

じ
な
が
ら
若
年
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

と
し
た
認
知
度
向
上
及
び
利
用
拡

大
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
さ
ら
に

最
上
地
域
や
隣

県
で
の
周
知
活

動
の
強
化
、
旅

行
商
品
の
造
成

な
ど
首
都
圏
発

の
観
光
利
用
拡

大
等
に
も
取
り

組
ん
で
い
く
。

渡辺ゆり子 議員
日本共産党山形県議団

（山形市選挙区）

　
　
最
低
賃
金
の
引
上
げ
に
よ
っ

て
社
会
保
険
料
等
の
負
担
が
増
す

中
小
・
小
規
模
事
業
者
へ
の
支
援

策
は
ど
う
か
。

　
　
や
ま
が
た
創
生
の
実
現
に
は
、

都
市
部
と
の
賃
金
格
差
是
正
が
重

要
で
あ
る
が
、
賃
金
引
上
げ
に
よ

り
経
営
に
影
響
を
受
け
る
中
小
・

小
規
模
事
業
者
へ
の
支
援
も
重
要

で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
平
成
２９
年

度
に
全
国
に
先
駆
け
て
正
社
員
化

促
進
事
業
奨
励
金
及
び
所
得
向
上

促
進
事
業
奨
励
金
を
、
３０
年
度
に

は
生
産
性
向
上
に
よ
り
賃
金
の
底

上
げ
を
支
援
す
る
業
務
改
善
奨
励

金
を
創
設
し
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　
保
育
士
の
処
遇
改
善
に
向
け

た
支
援
を
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

答最
低
賃
金
の
引
上
げ
に
対
応
す
る

た
め
の
中
小
企
業
へ
の
支
援

問答保
育
士
の
処
遇
改
善

問

　
　
政
府
に
は
、
一
層
の
給
与
水

準
引
上
げ
や
、
配
置
基
準
見
直
し

の
完
全
実
施
等
に
つ
い
て
働
き
か

け
て
い
る
。
ま
た
、
保
育
所
等
に

経
営
指
導
や
勤
務
環
境
改
善
の
助

言
を
行
う
と
と
も
に
、
若
年
者
正

規
雇
用
の
際
、
奨
励
金
を
交
付
す

る
等
、
保
育
士
確
保
の
取
組
み
を

支
援
し
て
い
る
。
更
に
は
、
現
場

の
保
育
士
に
対
し
て
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
に
よ
る
相
談
窓
口
を
設
け
る

等
、
保
育
士
が
安
心
し
て
働
け
る

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

矢吹　栄修 議員
自由民主党

（天童市選挙区）

　
　
サ
ッ
カ
ー
の
新
ス
タ
ジ
ア
ム

建
設
主
体
公
募
に
対
す
る
県
の
考

え
は
。

　
　
平
成
３１
年
３
月
に
新
ス
タ
ジ

ア
ム
推
進
事
業
株
式
会
社
が
策
定

し
た
整
備
基
本
計
画
で
は
、「
公

答新
ス
タ
ジ
ア
ム
建
設
主
体
公
募
に

対
す
る
県
の
考
え

問答

共
の
関
与
が
望
ま
れ
る
」
な
ど
の

記
載
が
あ
っ
た
が
、
建
設
手
法
を

含
め
、
様
々
な
角
度
か
ら
研
究
を

重
ね
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
整
備
に
つ
い
て
は
、
モ
ン
テ

デ
ィ
オ
山
形
が
Ｊ
１
復
帰
・
定
着

と
い
う
目
標
に

向
か
っ
て
戦
う

中
で
、
県
民
の

理
解
を
得
る
こ

と
が
大
事
で
あ

る
。

　
　
公
正
な
学
力
判
定
の
た
め
高

校
入
試
を
共
通
試
験
と
学
校
ご
と

の
二
段
階
に
し
て
は
ど
う
か
。
ま

た
、今
後
の
探
究
科
の
あ
り
方
は
。

　
　
二
段
階
選
抜
は
、
高
校
の
序

列
化
の
助
長
の
恐
れ
や
負
担
の
増

大
等
の
課
題
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で

も
教
育
環
境
の
変
化
に
応
じ
た
見

直
し
は
行
っ
て
お
り
、
今
後
も
公

正
か
つ
円
滑
な
選
抜
業
務
を
目
指

し
て
い
く
。
新
学
習
指
導
要
領
で

は
探
求
型
学
習
に
重
点
が
置
か
れ

る
こ
と
か
ら
、
探
究
科
の
活
動
を

モ
デ
ル
と
し
て
未
来
を
切
り
拓
く

人
材
の
育
成
に
努
め
て
い
く
。

公
立
高
校
の
受
験
制
度
と
探
究
科

の
考
え
方
に
つ
い
て

問答

島津　良平 議員
自由民主党

（東置賜郡選挙区）

　
　
鳥
獣
被
害
が
多
く
な
る
中
、

ラ
イ
フ
ル
射
撃
場
整
備
に
は
県
の

支
援
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
大
型
獣
を

捕
獲
す
る
う
え
で
、
射
撃
場
で
の

訓
練
は
、
射
撃
技
術
の
維
持
向
上

や
事
故
の
未
然
防
止
の
た
め
に
必

要
な
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
射
撃
場
の
整
備
を
行
う
市

町
村
に
対
し
、
農
林
水
産
省
の
鳥

獣
被
害
防
止
総
合
対
策
交
付
金
な

ど
の
活
用
を

支
援
し
て
き

た
が
、
県
と

し
て
も
猟
友

会
や
関
係
者

の
話
を
聞
き

前
向
き
に
考

え
て
い
き
た

い
。

　
　
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
量

的
拡
大
に
向
け
た
人
材
確
保
の
た

め
、
県
は
ど
の
よ
う
な
支
援
を

行
っ
て
い
る
か
。

　
　
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
が
更
に
魅
力
あ
る
も
の
と
な
る

よ
う
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
実
感
で

き
る
体
系
的
な
人
材
育
成
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
推
進
し
、
福
祉
分
野
か
ら

の
離
職
防
止
を
図
っ
て
い
る
。
今

後
は
、
厚
生
労
働
省
の
特
定
処
遇

改
善
加
算
の
制
度
周
知
や
相
談
に

応
じ
る
こ
と
で
勤
務
環
境
を
改
善

し
、
職
員
の
確
保
と
サ
ー
ビ
ス
量

の
拡
大
に
向
け
支
援
し
て
い
く
。

有
害
鳥
獣
の
捕
獲
体
制

問答障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
を

目
指
し
た
取
組
み

問答

山科　朝則 議員
無所属

（新庄市選挙区）

　
　
最
上
地
域
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ

型
「
道
の
駅
」
の
整
備
に
向
け
地

域
全
体
で
議
論
が
必
要
と
考
え
る

が
、ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　
総
合
支
庁
を
中
心
に
市
町
村
、

商
工
会
等
か
ら
な
る
検
討
会
を
設

置
し
、「
道
の
駅
」に
求
め
る
機
能
、

既
存
施
設
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

等
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、

県
土
整
備
部
を
中
心
に
関
係
部
局

か
ら
な
る
検
討
会
で
は
、「
道
の

駅
」
の
実
現
に
向
け
、
活
用
可
能

な
観
光
、
農
業
分
野
等
の
施
策
や

支
援
制
度
の
調
査
を
進
め
、
関
係

自
治
体
に
提
案
し
て
い
く
。

　
　
新
庄
病
院
に
新
設
す
る
「
総

合
患
者
支
援
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）」

で
は
、
地
域
の
医
療
機
関
等
と
の

連
携
を
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

　
　
セ
ン
タ
ー
の
新
設
に
よ
り
、

相
談
支
援
機
能
を
一
元
化
し
、
患

者
の
急
変
時
の
医
療
機
関
等
か
ら

の
入
院
受
入
れ
や
、
患
者
の
回
復

状
況
に
応
じ
た
転
院
な
ど
、
切
れ

目
の
な
い
医
療
提
供
を
推
進
し
て

い
く
。
更
に
最
上
保
健
所
と
連
携

し
た
医
療
・
介
護
・
福
祉
に
係
る

相
談
窓
口
を
設

置
し
、
介
護
や

福
祉
も
含
め
た

従
来
に
な
い
総

合
的
な
相
談
支

援
を
行
っ
て
い

く
。

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
型
「
道
の
駅
」

問答新
庄
病
院
に
お
け
る
「
総
合
患
者

支
援
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）」
に
よ

る
地
域
医
療
機
関
と
の
連
携

問答

伊藤　重成 議員
自由民主党

（最上郡選挙区）

　
　
参
議
院
議
員
選
挙
の
投
票
率

向
上
の
た
め
、
大
学
等
へ
の
期
日

前
投
票
所
の
設
置
や
投
票
を
促
す

動
画
を
配
信
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
投
票
所
の
設
置
は
、
市
町
村

の
選
挙
管
理
委
員
会
が
権
限
を

持
っ
て
い
る
が
、
大
学
等
へ
の
設

置
は
、
若
者
の
投
票
の
利
便
性
を

高
め
る
有
効
な
手
段
で
あ
る
と
考

え
る
。
ま
た
、
県
選
挙
管
理
委
員

会
に
お
い
て
は
、
テ
レ
ビ
の
広
報

と
共
通
の
動

画
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト

で
も
見
ら
れ

る
よ
う
工
夫

す
る
予
定
で

あ
る
と
伺
っ

て
い
る
。

　
　
海
外
の
山
形
県
人
会
の
活
動

状
況
は
ど
う
か
。

　
　
県
人
会
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
ペ

ル
ー
な
ど
６
か
所
に
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
芋
煮
会
や
現
地
の
イ
ベ
ン
ト

で
花
笠
踊
り
を
披
露
す
る
等
し
て

地
域
と
の
絆
を
深
め
て
い
る
。
県

で
は
、
将
来
を
担
う
若
者
に
専
門

分
野
の
研
修
を
行
い
、
母
国
発
展

に
貢
献
す
る
人
材
を
養
成
す
る
海

外
技
術
研
修
員
事
業
等
を
行
っ
て

い
る
。
会
員
の
高
齢
化
か
ら
担
い

手
の
確
保
が
課
題
で
あ
る
が
、
今

後
も
県
人
会
や
技
術
研
修
経
験
者

が
友
好
の
懸
け
橋
と
し
て
活
躍
い

た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
に
お
け
る

投
票
率
向
上
に
向
け
た
取
組
み

問答海
外
の
山
形
県
人
会
の
活
動
状
況

問答

松田　敏男 議員
県政クラブ

（寒河江市・西村山郡選挙区）

　
　
県
立
河
北
病
院
経
営
健
全
化

計
画
案
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な

意
見
が
寄
せ
ら
れ
、
こ
れ
ら
意
見

に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
計
画
案
に
は
、
合
計
３９
件
の

意
見
を
頂
き
、
８２
％
が
小
児
科
の

存
続
を
求
め
る
も
の
で
、
小
児
科

へ
の
期
待
が
高
い
こ
と
を
認
識
し

た
。
一
方
で
河
北
病
院
の
経
営
改

善
は
県
立
病
院
全
体
の
経
営
に
大

き
な
影
響
を
与
え
か
ね
な
い
課
題

で
あ
る
。
地
域
の
医
療
提
供
体
制

に
加
え
地
元
自

治
体
の
保
健
行

政
に
与
え
る
影

響
に
つ
い
て
も

十
分
精
査
し
、

慎
重
に
検
討
し

て
い
く
。

　
　
林
業
就
業
者
の
減
少
と
高
齢

化
に
つ
い
て
ど
う
捉
え
、
就
業
者

増
加
に
向
け
て
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　
認
定
事
業
主
へ
の
支
援
等
の

取
組
み
に
よ
り
、
就
業
者
は
平
成

２６
年
度
以
降
微
増
し
、
4９
歳
以
下

や
通
年
雇
用
就
業
者
の
割
合
も
増

加
し
て
い
る
。
今
後
は
、
事
業
の

合
理
化
を
進
め
、
月
給
制
の
導
入

な
ど
事
業
主
に
対
す
る
労
働
環
境

の
改
善
を
働
き
か
け
、
学
生
や
女

性
に
魅
力
的
に
映
る
先
進
的
な
林

業
の
発
信
な
ど
就
業
の
円
滑
化
に

向
け
た
取
組
み
を
進
め
て
い
く
。

河
北
病
院
の
外
来
診
療
科
６
科
の

見
直
し
に
対
す
る
県
民
等
か
ら
の

意
見

問答林
業
労
働
力

問答

志田　英紀 議員
自由民主党

（鶴岡市選挙区）

　
　
こ
の
度
の
地
震
被
害
は
、
災

害
救
助
法
等
の
適
用
は
難
し
い
と

聞
い
て
い
る
が
、
住
民
へ
の
被
害

は
大
き
く
、
県
独
自
の
支
援
策
が

必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
現
時
点
で
は
、
建
物
の
全
壊

が
な
く
、
災
害
救
助
法
等
の
適
用

基
準
に
は
該
当
し
な
い
。
県
と
し

て
は
、
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
制
度

等
の
既
存
事
業
の
活
用
を
含
め
、

被
災
地
の
要
望
、
ニ
ー
ズ
を
踏
ま

え
、
県
単
独
で
何
が
で
き
る
か
、

支
援
策
の
検
討
を
早
急
に
行
う
と

と
も
に
、
新
潟
県
と
連
携
し
、
政

府
に
対
し
て
要
望
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
県
立
博
物
館
へ
専
門
職
の
学

芸
員
を
配
置
す
べ
き
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

　
　
こ
れ
ま
で
県
立
博
物
館
で
は
、

学
校
現
場
と
の
連
携
を
重
視
し
、

学
芸
員
業
務
を
行
う
職
員
に
教
員

を
配
置
し
て
き
た
。
近
年
、
博
物

館
の
地
域
に
お
け
る
文
化
芸
術
拠

点
、
観
光
拠
点
と
し
て
の
役
割
は

重
要
と
な
っ
て
お
り
、
学
校
と
の

連
携
に
加
え
、
博
物
館
に
期
待
さ

れ
る
様
々
な
役
割
を
踏
ま
え
、
今

後
の
県
立
博

物
館
が
目
指

す
べ
き
あ
り

方
や
方
向
性

と
併
せ
て
検

討
し
て
い
く
。

６
月
１８
日
に
発
生
し
た
山
形
県
沖

を
震
源
と
す
る
地
震
被
害
へ
の
対

応問答県
立
博
物
館
に
お
け
る
プ
ロ
パ
ー

学
芸
員
の
配
置
の
必
要
性

問答

　６月１８日の山形県沖を震源とする地震の発生を
受け、７月３日、金澤忠一議長と奥山誠治議会運
営委員長が、山本順三内閣府防災担当大臣、国土
交通省菊地身智雄技監を訪問し、地震被害からの
早期復旧・復興に向けた公共土木施設や漁港等の
復旧に必要
な財政措置
や観光業に
対する支援
など６項目
からなる意
見書を手交
し、支援を
求めました。

山形県沖を震源とする地震災害
からの早期復旧・復興に関する
意見書を提出

山本内閣府防災担当大臣（中央）に意見書を手交
する金澤議長（右）、奥山議会運営委員長（左）

2令和元年（２０１９年）８月発行県議会やまがた



投
票
箱

島津　良平 議員
自由民主党

（東置賜郡選挙区）

　
　
鳥
獣
被
害
が
多
く
な
る
中
、

ラ
イ
フ
ル
射
撃
場
整
備
に
は
県
の

支
援
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
大
型
獣
を

捕
獲
す
る
う
え
で
、
射
撃
場
で
の

訓
練
は
、
射
撃
技
術
の
維
持
向
上

や
事
故
の
未
然
防
止
の
た
め
に
必

要
な
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
射
撃
場
の
整
備
を
行
う
市

町
村
に
対
し
、
農
林
水
産
省
の
鳥

獣
被
害
防
止
総
合
対
策
交
付
金
な

ど
の
活
用
を

支
援
し
て
き

た
が
、
県
と

し
て
も
猟
友

会
や
関
係
者

の
話
を
聞
き

前
向
き
に
考

え
て
い
き
た

い
。

　
　
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
量

的
拡
大
に
向
け
た
人
材
確
保
の
た

め
、
県
は
ど
の
よ
う
な
支
援
を

行
っ
て
い
る
か
。

　
　
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
が
更
に
魅
力
あ
る
も
の
と
な
る

よ
う
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
実
感
で

き
る
体
系
的
な
人
材
育
成
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
推
進
し
、
福
祉
分
野
か
ら

の
離
職
防
止
を
図
っ
て
い
る
。
今

後
は
、
厚
生
労
働
省
の
特
定
処
遇

改
善
加
算
の
制
度
周
知
や
相
談
に

応
じ
る
こ
と
で
勤
務
環
境
を
改
善

し
、
職
員
の
確
保
と
サ
ー
ビ
ス
量

の
拡
大
に
向
け
支
援
し
て
い
く
。

有
害
鳥
獣
の
捕
獲
体
制

問答障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
を

目
指
し
た
取
組
み

問答

山科　朝則 議員
無所属

（新庄市選挙区）

　
　
最
上
地
域
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ

型
「
道
の
駅
」
の
整
備
に
向
け
地

域
全
体
で
議
論
が
必
要
と
考
え
る

が
、ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　
総
合
支
庁
を
中
心
に
市
町
村
、

商
工
会
等
か
ら
な
る
検
討
会
を
設

置
し
、「
道
の
駅
」に
求
め
る
機
能
、

既
存
施
設
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

等
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、

県
土
整
備
部
を
中
心
に
関
係
部
局

か
ら
な
る
検
討
会
で
は
、「
道
の

駅
」
の
実
現
に
向
け
、
活
用
可
能

な
観
光
、
農
業
分
野
等
の
施
策
や

支
援
制
度
の
調
査
を
進
め
、
関
係

自
治
体
に
提
案
し
て
い
く
。

　
　
新
庄
病
院
に
新
設
す
る
「
総

合
患
者
支
援
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）」

で
は
、
地
域
の
医
療
機
関
等
と
の

連
携
を
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

　
　
セ
ン
タ
ー
の
新
設
に
よ
り
、

相
談
支
援
機
能
を
一
元
化
し
、
患

者
の
急
変
時
の
医
療
機
関
等
か
ら

の
入
院
受
入
れ
や
、
患
者
の
回
復

状
況
に
応
じ
た
転
院
な
ど
、
切
れ

目
の
な
い
医
療
提
供
を
推
進
し
て

い
く
。
更
に
最
上
保
健
所
と
連
携

し
た
医
療
・
介
護
・
福
祉
に
係
る

相
談
窓
口
を
設

置
し
、
介
護
や

福
祉
も
含
め
た

従
来
に
な
い
総

合
的
な
相
談
支

援
を
行
っ
て
い

く
。

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
型
「
道
の
駅
」

問答新
庄
病
院
に
お
け
る
「
総
合
患
者

支
援
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）」
に
よ

る
地
域
医
療
機
関
と
の
連
携

問答

伊藤　重成 議員
自由民主党

（最上郡選挙区）

　
　
参
議
院
議
員
選
挙
の
投
票
率

向
上
の
た
め
、
大
学
等
へ
の
期
日

前
投
票
所
の
設
置
や
投
票
を
促
す

動
画
を
配
信
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
投
票
所
の
設
置
は
、
市
町
村

の
選
挙
管
理
委
員
会
が
権
限
を

持
っ
て
い
る
が
、
大
学
等
へ
の
設

置
は
、
若
者
の
投
票
の
利
便
性
を

高
め
る
有
効
な
手
段
で
あ
る
と
考

え
る
。
ま
た
、
県
選
挙
管
理
委
員

会
に
お
い
て
は
、
テ
レ
ビ
の
広
報

と
共
通
の
動

画
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト

で
も
見
ら
れ

る
よ
う
工
夫

す
る
予
定
で

あ
る
と
伺
っ

て
い
る
。

　
　
海
外
の
山
形
県
人
会
の
活
動

状
況
は
ど
う
か
。

　
　
県
人
会
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
ペ

ル
ー
な
ど
６
か
所
に
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
芋
煮
会
や
現
地
の
イ
ベ
ン
ト

で
花
笠
踊
り
を
披
露
す
る
等
し
て

地
域
と
の
絆
を
深
め
て
い
る
。
県

で
は
、
将
来
を
担
う
若
者
に
専
門

分
野
の
研
修
を
行
い
、
母
国
発
展

に
貢
献
す
る
人
材
を
養
成
す
る
海

外
技
術
研
修
員
事
業
等
を
行
っ
て

い
る
。
会
員
の
高
齢
化
か
ら
担
い

手
の
確
保
が
課
題
で
あ
る
が
、
今

後
も
県
人
会
や
技
術
研
修
経
験
者

が
友
好
の
懸
け
橋
と
し
て
活
躍
い

た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
に
お
け
る

投
票
率
向
上
に
向
け
た
取
組
み

問答海
外
の
山
形
県
人
会
の
活
動
状
況

問答

松田　敏男 議員
県政クラブ

（寒河江市・西村山郡選挙区）

　
　
県
立
河
北
病
院
経
営
健
全
化

計
画
案
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な

意
見
が
寄
せ
ら
れ
、
こ
れ
ら
意
見

に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
計
画
案
に
は
、
合
計
３９
件
の

意
見
を
頂
き
、
８２
％
が
小
児
科
の

存
続
を
求
め
る
も
の
で
、
小
児
科

へ
の
期
待
が
高
い
こ
と
を
認
識
し

た
。
一
方
で
河
北
病
院
の
経
営
改

善
は
県
立
病
院
全
体
の
経
営
に
大

き
な
影
響
を
与
え
か
ね
な
い
課
題

で
あ
る
。
地
域
の
医
療
提
供
体
制

に
加
え
地
元
自

治
体
の
保
健
行

政
に
与
え
る
影

響
に
つ
い
て
も

十
分
精
査
し
、

慎
重
に
検
討
し

て
い
く
。

　
　
林
業
就
業
者
の
減
少
と
高
齢

化
に
つ
い
て
ど
う
捉
え
、
就
業
者

増
加
に
向
け
て
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　
認
定
事
業
主
へ
の
支
援
等
の

取
組
み
に
よ
り
、
就
業
者
は
平
成

２６
年
度
以
降
微
増
し
、
4９
歳
以
下

や
通
年
雇
用
就
業
者
の
割
合
も
増

加
し
て
い
る
。
今
後
は
、
事
業
の

合
理
化
を
進
め
、
月
給
制
の
導
入

な
ど
事
業
主
に
対
す
る
労
働
環
境

の
改
善
を
働
き
か
け
、
学
生
や
女

性
に
魅
力
的
に
映
る
先
進
的
な
林

業
の
発
信
な
ど
就
業
の
円
滑
化
に

向
け
た
取
組
み
を
進
め
て
い
く
。

河
北
病
院
の
外
来
診
療
科
６
科
の

見
直
し
に
対
す
る
県
民
等
か
ら
の

意
見

問答林
業
労
働
力

問答

志田　英紀 議員
自由民主党

（鶴岡市選挙区）

　
　
こ
の
度
の
地
震
被
害
は
、
災

害
救
助
法
等
の
適
用
は
難
し
い
と

聞
い
て
い
る
が
、
住
民
へ
の
被
害

は
大
き
く
、
県
独
自
の
支
援
策
が

必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
現
時
点
で
は
、
建
物
の
全
壊

が
な
く
、
災
害
救
助
法
等
の
適
用

基
準
に
は
該
当
し
な
い
。
県
と
し

て
は
、
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
制
度

等
の
既
存
事
業
の
活
用
を
含
め
、

被
災
地
の
要
望
、
ニ
ー
ズ
を
踏
ま

え
、
県
単
独
で
何
が
で
き
る
か
、

支
援
策
の
検
討
を
早
急
に
行
う
と

と
も
に
、
新
潟
県
と
連
携
し
、
政

府
に
対
し
て
要
望
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
県
立
博
物
館
へ
専
門
職
の
学

芸
員
を
配
置
す
べ
き
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

　
　
こ
れ
ま
で
県
立
博
物
館
で
は
、

学
校
現
場
と
の
連
携
を
重
視
し
、

学
芸
員
業
務
を
行
う
職
員
に
教
員

を
配
置
し
て
き
た
。
近
年
、
博
物

館
の
地
域
に
お
け
る
文
化
芸
術
拠

点
、
観
光
拠
点
と
し
て
の
役
割
は

重
要
と
な
っ
て
お
り
、
学
校
と
の

連
携
に
加
え
、
博
物
館
に
期
待
さ

れ
る
様
々
な
役
割
を
踏
ま
え
、
今

後
の
県
立
博

物
館
が
目
指

す
べ
き
あ
り

方
や
方
向
性

と
併
せ
て
検

討
し
て
い
く
。

６
月
１８
日
に
発
生
し
た
山
形
県
沖

を
震
源
と
す
る
地
震
被
害
へ
の
対

応問答県
立
博
物
館
に
お
け
る
プ
ロ
パ
ー

学
芸
員
の
配
置
の
必
要
性

問答

国土交通省 阿達国土交通大臣政務官（中央左）
に要望書を手交

　県議会では、県内の児童、生徒、学生の皆さんが学校の授業や部活動などで制
作した作品を展示するスペース「県議会ギャラリー」を提供しています。
　皆さんも県議会に作品を展示してみませんか。
【展示対象】‌‌工作、絵画、イラスト、ポスター、彫刻、書、写真、研究発表用ポ

スター など（展示用パネル・机は準備します。）
【展示場所】県議会棟１階ロビー　　【展示期間】１か月以内
【展示費用】無料　　　　　　　　　【問合せ先】０２３－６３０－２７２５

　６月３日、東京都内で、「日本海沿岸東北自動車道」
と「東北中央自動車道」の整備促進、「羽越・奥羽本線等」
の高速化促進及び悪天候時の安全運行・安定輸送の確保
について、要望活動を行いました。
　本県をはじめ、青森、秋田、福島及び新潟県の５県議
会から議長等が参加し、日沿道・東北中央道の着実な整
備と羽越・奥羽
本線等の一日も
早い高速化につ
いて、国土交通
省、ＮＥＸＣＯ
東日本、ＪＲ東
日本等の関係機
関に対し要望し
ました。

県議会ギャラリーのご案内 日沿道・東北中央道の建設促進と羽越・
奥羽本線等の高速化促進等を要望　　

山形市立商業高校産業調査部（産調ガールズ）の展示の様子（６月定例会）
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県議会は、年に４回（２月・６月・９月・１２月）定例会を開催します。
「県議会やまがた」は、各定例会の概要等をお知らせします。

〒９９０−８５７０ 山形市松波２−８−１　℡‌０２３−６３０−２８４５
ホームページアドレス 
‌http://www.pref.yamagata.jp/assembly/

編 集
・
発 行

山 形
県議会

山形県議会

　７月２日、議会機能の強化に向けた課題を検討するため、「県
議会機能強化推進会議」を設置し、同日、座長に森田廣議員、副
座長に石黒覚議員を選出しました。
　今後、政策提言に向けた政策責任者
協議会や特別委員会のあり方、議案調
査期間の確保に向けた見直し、地域議
員協議会の見直しについて協議を進め
ていきます。

県議会機能強化推進会議を設置

※令和元年５月２７日現在（議席順による）委員会の構成
【常任委員会】
委員会名（定数） 正副委員長 所属委員名
総 務
常任委員会（８）

正　矢吹　栄修
副　大内　理加

松田　敏男　 石黒　　覚　 小野　幸作
伊藤　重成　 舩山　現人　 野川　政文

文 教 公 安
常任委員会（７）

正　青木　彰榮
副　加賀　正和

遠藤　寛明　 山科　朝則　 吉村　和武
金澤　忠一　 志田　英紀

厚 生 環 境
常任委員会（７）

正　渋間佳寿美
副　小松　伸也

阿部ひとみ　 原田　和広　 遠藤　和典
関　　　徹　 田澤　伸一

農 林 水 産
常任委員会（７）

正　島津　良平
副　奥山　誠治

今野美奈子　 髙橋　　淳　 相田　光照
髙橋　啓介　 星川　純一

商工労働観光
常任委員会（７）

正　佐藤　　聡
副　森谷仙一郎

菊池大二郎　 梶原　宗明　 渡辺ゆり子
鈴木　　孝　 木村　忠三

建 設
常任委員会（７）

正　柴田　正人
副　楳津　博士

五十嵐智洋　 菊池　文昭　 青柳　安展
森田　　廣　 坂本貴美雄

【議会運営委員会、特別委員会】
委員会名（定数） 正副委員長 所属委員名

議会運営委員会
� （１２）

正　奥山　誠治
副　青柳　安展

青木　彰榮　 渋間佳寿美　 佐藤　　聡
小松　伸也　 吉村　和武　 森谷仙一郎
楳津　博士　 舩山　現人　 田澤　伸一
野川　政文

予算特別委員会
� （4１）

正　楳津　博士
副　髙橋　啓介 議長・副議長を除く全議員

子ども育成・若
者定着支援対策
特別委員会（９）

正　大内　理加
副　髙橋　啓介

今野美奈子　 菊池大二郎　 相田　光照
矢吹　栄修　 渡辺ゆり子　 伊藤　重成
星川　純一

防災減災・県土
強靱化対策特別
委員会� （９）

正　松田　敏男
副　島津　良平

阿部ひとみ　 原田　和広　 遠藤　和典
梶原　宗明　 山科　朝則　 坂本貴美雄
志田　英紀

産業振興・人材
活用対策特別委
員会� （９）

正　石黒　　覚
副　柴田　正人

髙橋　　淳　 遠藤　寛明　 五十嵐智洋
関　　　徹　 菊池　文昭　 加賀　正和
森田　　廣

　地域議員協議会は、各総合支庁において、地元選出議員が一堂に会し、地域における行政課題や施策展開について、幅広い調査・審議・提言
を行い、総合支庁における施策・事業への反映を図るものです。７月２５日に今年度第１回目の協議会を開催し、活発な議論を行いました。
【主な審議項目】

地域議員協議会を開催しました

・農作物への降雹や日照不足等の影響について
・冠水しやすい道路への抜本的な対応について
・��温泉ガストロノミーツーリズムの開催状況と今
後の取組みについて
・��仙台国際空港連携プロモーション事業への企画
提案応募の状況について
・鳥獣被害の状況と今後の対応について

東南村山
・農地転用による果樹畑の減少について
・��東京２０２０オリンピックにおける県産農産物の活
用見込みについて
・管内の地域医療のあり方について
・ＩＣＴを活用した有害鳥獣対策について
・空き家の現状と対策について

西村山・北村山
・平成３０年８月の大雨災害の復旧状況について
・��県立新庄病院の改築整備に伴う医師の充足につ
いて
・今後の夜間診療所の機能について
・通学路の安全対策について
・学校における外部講師の活用状況について

最　　上

・��「サムライ」をテーマとしたインバウンド向け
観光について
・��大学生を対象とした企業見学バスツアーの実施
について
・管内のひきこもりの状況と対応について
・空き家対策に係る市町村との連携について
・河川流下能力向上対策の状況について

置　　賜
・��山形県沖を震源とする地震について（風評被害
対策、企業への支援、消費者被害対策、屋根瓦
の修繕対策、破損した瓦のリサイクルなど）
・ニセアカシアの伐採について
・外国人労働者の受入れ対策について
・若者の定着・回帰に向けた取組みについて
・高齢者等の交通手段の確保について

庄　　内

府省との意見交換会を開催しました
　７月３日、東京都内で、府省との意見交換会を開催しました。
　この会は、県政の重要課題に関し、国の制度等への反映や新たな事業施策の方向性を探るとともに、議会審議の充実や課題解決に資するため
に開催したもので、関係府省の職員を招き、議員１５名が出席しました。意見交換会では、３つの分科会に分かれ、活発な議論を行いました。

■テーマ
　東京圏等から地方への移住定住の促進について
■主な論点
・関係省庁と一体となった移住定住・人材確保施策の展開
・��過疎地域・特別豪雪地帯等における移住定住・人材確保の促進に
向けた取組みへの支援充実

■テーマ
　農業の競争力強化について
■主な論点
・農産物等のブランド化や輸出拡大に向けた環境整備
・中山間地域における農業経営の展望

■テーマ
　防災・減災対策及び国土強靭化関係施策の着実な推進について
■主な論点
・��「重要インフラの緊急点検」の結果に基づく防災・減災、国土強
靭化対策予算の確保及び地方財政支援措置の継続

・��３か年緊急対策後における防災・減災、国土強靭化対策の対象施
策の拡充

第１分科会

第３分科会

第２分科会

第１分科会 第２分科会 第３分科会
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